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[論文の概要 ] 

提出された論文は全 5 章 87 頁からなり，英語で書かれている．第 1 章は Introduction
である．近年，政策当局のみならず研究機関あるいは個々の研究者といったさまざまな立

場において，分野内，分野間での業績の客観的な評価の重要性が高まっている．また一方

で最近は学術論文データベースが整備され，それを利用することにより，分野内のみなら

ず分野を跨ぐ論文の引用被引用関係を客観的に評価することが可能となっている．本論文

は，学術論文データベースを利用して，異分野の論文，学術雑誌を比較することを可能と

する指標の開発とそれを用いた実証分析を行うことを目的としている．まず本章では，論

文評価のための客観的な指標の重要性が述べられたあと，引用被引用関係は有向グラフで

表現されることに着目し，いわゆるグラフ解析において提案されている複数の中心性指標

が概観されている．  
続く第 2 章では論文全体にかかる予備的な実証分析として全科学分野の論文引用状況が

比較される．考察される科学分野は学術論文データベースの一つである Web of Science で

与えられている 266 分野である．各分野における平均被引用率と引用論文率が計算され比

較されている．これにより各分野の論文引用状況が明らかになった．次に統計学に重きを

おいた解析として，各分野からの統計学論文の引用状況を示すために，統計学論文の引用

率と平均引用率が計算されている．これらにより各分野における統計学論文の利用状況が

明らかとなる．  
本論文の主要部である第 3 章では，論文の影響度を測る新しい指標が提案されている．

この指標では，直接の引用だけではなく，孫引きなど多段階にわたる間接的な引用が考慮

される．各論文における多段階の論文被引用数が，多段階の平均的な引用数の逆数で重み

付けされて指標を構成する．その際，重みの非増加性やパスの多重性などが考慮されてい

る．その指標を Article Network Influence (ANI) と名付け，それにより各論文の影響力

を測定することが提案されている．また，各学術雑誌に掲載された全論文の ANI のメディ

アンを Journal Network Influence (JNI) と名付け，それを雑誌比較のための指標として

利用することが提案されている．さらにこの指標を用いて統計学分野に注目した実証分析

を行っている．30 年間のデータを用いて，各年の 10 年後までの引用被引用ネットワーク

に対して ANI を計算し，その上位論文を調べることによって，いくつかの知見を得てい

る．また ANI とページランクおよび FWCI (Field-Weighted Citation Impact) との比較
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が行われている．  

第 4 章では引用被引用論文ネットワークの確率モデルが検討されている．ここで対象と

するデータは 30 年分の統計学論文である．この引用被引用論文ネットワークにはいくつ

かの特徴がある．まず，論文数が年とともに増加していてほぼＳ字カーブを描いている．

また，ある論文の引用数は最初の数年は増加し，その後減少する．そして，各年の論文に

おける引用数の分布は右に裾を引く，いわゆるスケールフリー性を持つ分布に近い．この

ようなデータの特徴を生かす形で，年ごとの論文数，数年後の引用可能性，各年の論文の

影響力のそれぞれにパラメットリックモデルを想定し，それらを統合したモデルを提案し

た．さらに推定されたパラメータの妥当性，モデルの適合度を，そのモデルからシミュレ

ートしたグラフが，元のデータのグラフと近いかどうかで判断した．有向グラフ間の類似

度は直接引用の度数分布間の Kullback-Leibler ダイバージェンスを用いている．対象デー

タに当てはめたモデルの適合度には経年変化がみられ，これは論文の引用構造自体が経年

変化することを示唆している．  
最後の第 5 章はまとめと今後の研究課題にあてられている．  

 
[論文の評価 ] 

本論文の主な貢献は以下の 2 点である．第一は，第 2 章において全ての分野の論文に対

して，予備的ではあるが引用被引用関係の状況を調べあげたことである．このような実証

研究は少なく，分野間での競争が重要視される現在，基礎資料としての価値は高い．特に

全ての分野における統計学論文の被引用数を調べたことは，統計学分野への貢献として大

きいと考えられる．第二は，第 3 章において論文の影響力に対して新しい指標 ANI を提案

したことである．本指標は直観的で意味が分かりやすいこと，直接引用数による従来の指

標の自然な一般化である点が評価できる．さらに統計学分野に関する ANI を用いた実証研

究として，一定期間において影響力の強い論文を特定し，それを基に研究の変遷に関して

知見を得たことも評価できる．第 4 章の引用被引用グラフに関する確率モデルの提案も新

しい試みである．  
また予備審査において指摘されていた 3 つの事項（利用したデータベースである Web of 

Science の限界に関する記述，第 2 章のまとめの追加，本研究の限界と今後の研究に関す

る議論）も適切に対応されている．   
以上の議論を踏まえ，審査委員会は，本論文は学位の授与に値すると全員一致で判断し

た．なお，第 2 章の内容は「統計数理」に採択済み，第 3 章の内容は IEEE Access に掲

載済みである．  
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